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会議日程調整法とは、いままで個々で行なっていた、どの会離に参加するか、またその会識に参加
するための時間調整などの問題を分散ネットワーク上でコンビュータを導入することにより、会議
に参加する人間の負担を少なくしようという研究である。会識調整の目標は、なるべく多くの会識
を開催させる、個人の意思をなるべく多く取り入れることである。本論文では時間.会鵡聞の拡張
増加道の考え方を導入することで前者の目標を、時間指向優先順位、会議指向優先順位という 2つ
の要素を導入することにより後者の目標を可能にすることを試みる。

1 はじめに

一般社会では様々な会議が行なわれてい

る。会議とは、複数の人聞が参加すること

で、一人では解決できない様々な問題を解

決しようとする試みである。会議に参加す

る人間は、会議の内容(問題点)を考える

ことにより多くの時間を使うべきであるが、

実際は、どの会議に参加するか、またその

会議に参加するための時間調整などの問題

にも多くの時間を使っているのが現状であ

る。 この論文では、これらの問題をネット

ワーク上で、分散的に、コンピューターを

用いることにより、会議に参加する人間の

時間を会議調整の雑務などにとらわれない

ようにし、それらの人々により多くの時間

をあたえ、会識の内容について考える時間

を滑ゃそうということを目的としている。

従来の研究 [1][2][3]では、会議をどこの

時間に設定するか、その時間をどのように

決定するか(ユーザーの意思をどれだけ反

D伺 ignofMetho也 forSchedulingωManyMe 
etings箇 P偲 sible，Ryuusei Murak剖凶， K邸 unori
Hirai， Zixue CHENG 

-9-

映できるか)、が問題となっていたが、なる

べく多くの会識を開催させることを考えて

いなかった。この論文では会識をなるべく

多く開催させる、個人の意志をなるべく多

く取り入れる、という 2つを目標としてい

る。この論文では前者は、 f時間.会議聞の

拡張増加道J を導入することによって、後

者は時間指向優先順位(Time-Priority )と

会議指向優先順位(会議 Priority) という

2つの要素を導入することによって、なる

べく多くの会識をできるだけ個人の意思を

尊重し開催可能にする会議日程調整法を提

案する。

時間・会議聞の拡張増加道とは、一般的

にいうと時間の積り合いのことである。会

議時間を決定する時、複数の実行可能時間

を持つグループは、一つの実行可能時間し

かないグループと会議時聞が重複している

ときに会議時間を穣ることが可能である。

Priority (優先順位)とは、人が物事を判

断する時の一つの基準である。この論文で

は、時間に対する Priority{Time-Priority 

)、会議に対する Priority(会議 Priority)



という 2つの Priorityをうまく組み合わせ

ることによって、より個人の意思を尊重し

ようと試みる。

以下、 2.で会議日程調整問題を議論する

上での、モデルと問題の定義を与え、 3.で

会議日程調整アルゴリズムを提案する。

2 モデルと問題の定義

2.1 会議日程調整モデル

以下のモデル上で会議日程調整問題を議

給する。

・会議は C= {Ct， C21…，Cn}で表し、参

加者(会議に参加する可能性のある人)

はp= {PhP2' ...，Pn}で表す。

・会議 Ciに参加する可能性のある複数の

参加者の集まりを 9ic pとおく。これ

は、より一般的に G= {9t，921…，9n} 

と書くことが出来る。

・会議側から与えられる情報は、その会

議に参加する可能性のある参加者(9i)、

qi (会議qが会議開催可能になる人数)。

2.2 問題の定義

以下の条件を保持し、各参加者はどの会

議に参加するかを決定する問題を解くこと

を議論する。

1.一人の参加者が同時に 2つ以上の会議

に参加することは出来ない。また、 2
つ以上の会議が、必ず特定の一人の参

加者を必要とする時は同時に開催でき

ない。(相互排他性)

2.参加者の時間 Priori旬、 tpを最優先さ

せ、会蟻Priority、mpをできるだけ満

足させる。

3.最低一つは会識が開催される

(Deadlock-fr偲)

4.各会議は一定人数 (qiで表す)以上の会

議参加者を必要とする。(最低人数出席

条件)

5.できるだけ多くの会議を開催させる。

会議決定アルゴリズムにおいて、個々の参

加者は必ずーっの会議にしか参加できない、

しかも、その決定は個々の参加者の tpを最

優先させ、 mpをできるだけ満足させるよ

うな結果なので、条件1、2は保征される。

また、最低、一つでも会識を開催できるよ

うに、条件3を保証する。会議開催のため、

最低限の人数が必要になる(一人では開催

できない)ため、条件4を保証する。糟加

道の考え方を用いることにより、より多く

の会識が開催可能になる(会議が減ること

はない)ため、条件5を保証する。

3 アルゴリズム

との論文では、拡張した増加道の考え方

に基づいて、複数の会議の日程調整問題の

同期性、相互排他性、 Deadlock-free、開催

会議数の最大化などの性質を満足させ、ま

た、エージェントを平等に扱うことにより、

分散的にシステムを利用できるようにするー

その問題を解くための解き方を説明する。

3.1 エージェントの説明

まず、アルゴリズムを考える前にエージェ

ントという概念を考えてみたいと思います，

一般社会におけるエージェントとは、個人

または団体における代理人として存在し、

代理人の仕事とはスケジュール管理または

諸処の手続きの代行などと考えられます。

この論文の場合、エージェントは各参加者
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の会議スケジュ}ノレ管理を行なう。会議ス

ケジューノレ管理とは各参加者がどの会議に

参加すれば最もよいのかを各参加者にかわ

り、各エージェントが行なうということで

す。またエージェントには次の条件がある。

-各参加者ごとに 1つのエージェントを

設ける。

-各エージェントは平等で、特定のりー

ダーは存在しない。

-各エージェントの初期設定として次の

ものがある。

1.参加者的の TTpi及びmpCi(pj)

2.各会議側から与えられる情報。(会

議に参加する可能性のある参加者

(9i)、会議開催可能人数 (qi)

3.2 基本アイディア

• Time -Table -参加者の時間は

Time-Tableを用いて考える。 1日の時

間を時間単位ごとに区切ることで、時

間を 1つ1つのスロットのようにみる

ことが出来る。 Time-Tableとは、その

区切られた時間と、その時間への Pri-

orityとをペアにしたものである。時間

単位を九(min)，Time-Tableのスロット

の数をtnとすると、ら =1440(min)/ta 
で表される。よって参加者向のTime-

Table は

TTpj = {(ti， tpti (Pj ))/t. E {t1， ...， tn} 

，tpti(Pi) E {1， 2， 3}} 

ただしたとは Time-Tableの1つのス

ロットで
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む=(ta * 1)/60 

ら=(ta * 2)/60 

ti = (ta *む)/60(min)

と表される。例えば、 taを30分とす

ると、

九 =1440(min)/30(min) = 48とな

り、

t1 = (30 * 1)/60 = 0.5と書ける。これ

は

" 0 : 00---0 : 3 0"を表すとする。

また、 tpti(Pj)とは参加者Piの時間 ti
に対する Time-Priori tyを表す。

• Group Time -Table-ーまず、 Ciの会議

時間を決定することを考える。グルー

プ9iは、まずグル}プ全体の空き時間

を探す必要がある。空き時聞が複数個

存在する時のことを考え、グループの

Time-Table (GT九i)を作成する。グル

}プTime-Tableは個人の Time-Table

のように全ての時間に Priorityをつ

けるのではなく、全体の空き時間ごと

に Priorityをつける(個人の Time-

Priorityの合計が高いJ!慣につける、同

じ揚合は時間の早い方が高くなる)。こ

れは、以下のように簡単にかける。

一参加者向の会議参加可能時間を取

り出す。

TTpj(l) = {(t.r.:， tPt，.(p;))/(tk， tPtlc(Pi)) 

εTTpJ， tPtlr (Pj) = I} 

ただし、 1= 2，3 



ーグループ 9iのグループ Time-

Tableの作成

TT...，pl 

TT...，p2 

TT...，p3 

GTTgi = {(tln 2: tPt，，(pj))1 

(tk， tPtlr(Pj))εnpjE9i 

(TTpj(2) U TTpA3))} 

t3 t10 t15 

i I1 I1 I1 i 

図 1:グループTime-Tableの例

グループ9iの会議開催可能時間を

取りだし、その時間九における

各参加者 Piの tPt"(Pi)の合計を
出すことでグループ Time-Table

の Priorityとする o tPt，，(Pj)の合

計の高いものから、対応するた

をグループTime-Tableの先頭に

のせる。(図 1の場合、 GT九=
{t15， t3， t10}のように書ける。この

とき乞PjE9itPt，. (Pj)はt15> t3 > 
t10となる}

・会議指向優先順位一一各参加者Pjによ

る各会議qへの重要度を会議Priori旬、

mpCi(pj)として表す。

・時間-会議関の拡張増加道一一増加道と

は、一般社会でいえば時間の競り合い

ともいえる。共通な参加者をもっ2つ

の会識があり同時に開催できない場合、

1つのグループが会議実行時間を複数

個持っていて、会議実行可能時聞がそ
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のグループと重複している 1つしかな

いグループは会識を開催させるために、

会議開催可能時間を複数個持っている

グループにメッセージを送り、会議時

聞を綴ってもらう。

会・Icl(111 c1 (11，121 d (11，1)1 

図2:時間.会議聞の拡張増加道の例

例えば、上の図2のような状態の場合

を考える。会議c1，c2，c3が存在する。

参加者pl，p2，p3，p4， p5がそれぞれの会

議に参加する可能性がある。各参加者

それぞれ {tl}，{tl，t2}，{tl，t2，t3}，

{tl，t2，t3}，{tl，t3}の会議実行可能な

空き時聞が存在する。これを元にそ

れぞれのグループ Time-Tableを作

成すると、 GT九 ={ttl，GTT92 = 
{tb t2}， GTら ={tb t3}となる(それ

ぞれのグル}プのtpの合計がt1で一番

高いとする)。この場合、全ての会蟻が

hにおいて会議時聞が決定されること

になるので、 91のメンパーは会犠 Clを

通じて会議C2の参加者 (92)に時間を

穣ってもらえないかとメ yセージを送

る。 92の参加者が了解したならば、結

果は以下の図3のようになる (C3は91

の参加者と重なっていないので同じ時

間hに会識を開催することができる)。

これらの変更をすることにより、より

多くの会識が実行できるようになる。



会801(111 cJ (111 

ρ(d，Q.IlI州1，lZ，l3) pS(II，dJ 

図 3:時間.会議問の拡張増加道を実行した

結果

3.3 会議日程調整アルゴリズム

mp、tpは基本的に3段階とし、それぞれ

次のような意味合いをもっ。

同 l意味合い 11 tp 1意味合い|

1 参加する必要は 1 不参加

あまりない

2 参加したほうが 2 参加可能

良い

3 参加しなければ 3 参加

ならない

変数名 1 機能

qi 会議ciにおける会議開催に

必要な最低人数

GTTgi グループgiのTime-Table

sum..mpCi 会議qにおける

グループの mpの合計

sJimeCi 会議qにおける

仮決定会議時間

mJimeCi 会議qにおける

本決定会議時間

-13-

|メッセージ名 11機能

maybe_ioinpj 会議側へ参加者町が

参加するかも知れない

という意思表示

ask 自分の情報を

持っているかの確認

askに対する返事。

制 k_yes 持っている

ask.JlO 持っていない

give_timeti むの時間を譲って欲しい

というメッセージ

give..tim~iに対する返事。
time_yes むを競ります。

time_no むを譲りません。

decisionCj グループgiに会議qに

参加するかどうか

質問する。

decisionCiに対する返事。

okCi 参加します。

notCi 参加しません。

以下に会議日程調整アルゴりズムを示す。

また、会議日程調整アルゴリズムを説明す

るのに、変数名、メッセージ名の説明を上

の表に示す。

1.初期設定

(a)各参加者向のデータ入カ参加す

る可能性のある会議、その会議に

おける mp、自身の Time，.Tableo 

(b)各参加者Pjは、参加する可能性の

ある会議へ、メッセージ

maybe_ioinpjを送る由また、各会

議側はこのメッセージを元にグル

ープ9iを作成する。

(c)各会議側からの情報取得:参加

する可能性のある会議のグループ

の確認、 qi

2.データ送信・受信



(a)自分が参加する可飽性のある会議

のグループへ舗kのメッセ}ジを

送る。

(b)メッセージaskを受けとった参加

者はメ yセージask_yes、αsk.no

のどちらかの返事を返す。

・αsk_yesのメッセージを受け

とったら、l.(a)で入力した情

報を送らない。

• ask.noのメッセージを受けと

ったら、l.(a)で入力した自分

の情報 (TT，mp)を送る。

(c)自分以外の全ての参加者から情

報を得たら、各グループごとに

sum..mpCiを出す。

(d)各グループ9iの会議開催可能時間

をだし、 TTOiの作成。会議開催可

飽時間の中でグループでのtpの合

計が一番高い時聞を s..timeCiとす

る。 s_timeCi、GT九4を各グループ

giに送る。

3.会議仮決定

(a)自分が参加する可能性のある会議

の s..timeCiにおけるかが、 tp= 

2八(mp< tp)のとき、その会議

には参加しない。

(b)複数の会議の s..timeCiが同じ時間

の時、自分が参加する可能性のあ

る会議の mpの最大値を探す。最

大値が 1つのとき、その会議へ参

加決定。

(c) mpの最大値が複数存在するとき、

sumJnpCi X qiの比較により値の大

きい方の会議へ歩加する。

(d)それでも決まらない時はランダム

による決定。

4.結果決定

(a)決定アルゴりズムにより決定し

た参加する会議をグループ 9iに

送る。

(b)ここで、時間.会議聞の拡張増加道

による、会議数増加を試みること

が出来る。ある参加者が時間を穣

って欲しい場合、その競ってもら

いたい時間を持つグループにメッ

セージgive.:limetiを出す。

・相手の返事が time_yesのと

きーたは競ってもらえ、会

議開催可能となる。

・相手の返事がtimeJ1，oのとき

-tiは被ってもらえない。

(c) 4.(b)の結呆をグループ9iに送り、

各参加者にメッセージ decisionCj・

を送る。 decisionc，・を受けとった参

加者はokCj、またはnotC.を送らね

ばならない，

(d) okC'さ債の(会職最低必要人数

が集まった)ときは、会議開催決

定。 notCi> qiのときは、グループ

giでの参加者が一番少ない会識を

消して、もう一度 3へ。

4 むすぴ

本論文では、時間・会議聞の拡張増加道、

2つの優先順位(時間指向、会議指向)を

導入し、それに基づいた会議日程調整法を

提案した。

今後の線題として、以下のよ'うなものが

あげられる。

1.会議日程調整方法の妥当性、メッセ}

ジ複雑度などの評価。

2.会議日程調整システムの作成。
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3.ヒューマンインターフェースの強化。

4.ランダムによる会議決定などでは、参

加者の意思をあまり反映できなくなる

ので、よりユーザーの意思を反映でき

る方法を開発する。
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